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下
村
脩
長
崎
大
学
名
誉
博
士
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催

３
月
２２
日
、
２
０
０
８
年
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
し
た
下
村
脩
名
誉
博
士

が
本
学
を
訪
問
し
、
中
部
講
堂
に
お
い

て
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
に
先
立
ち
、
長
崎
大
学
名
誉

博
士
称
号
授
与
式
が
行
わ
れ
、
片
峰
学

長
か
ら
第
１
号
の
名
誉
博
士
記
が
授
与

さ
れ
、
併
せ
て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
大
学
生
や
長
崎
県
内
の
高

校
生
、
中
学
生
な
ど
７
０
０
人
を
前
に

下
村
名
誉
博
士
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
後
、
日
本
国

内
で
初
め
て
と
な
る
講
演
は
、「
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
の
原
点－

長
崎
大
学
」
と
題

し
て
、
戦
前
か
ら
長
崎
県
内
で
暮
ら
し

た
こ
と
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
の
こ
と
、
長
崎
医
科
大
学
附
属
薬
学

専
門
部
（
現
在
の
薬
学
部
）
に
入
学
し

た
い
き
さ
つ
な
ど
長
崎
に
ま
つ
わ
る
話
か

ら
始
ま
り
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
か
ら
緑
色

蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
を
発
見
す
る
ま
で
の

苦
労
な
ど
が
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
紹
介
さ
れ
、
聴
講
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
若
者
に
向
け
て
「
ど
ん
な

に
難
し
い
こ
と
で
も
、
努
力
す
れ
ば
何

と
か
な
る
。
絶
対
あ
き
ら
め
な
い
で
成

功
す
る
ま
で
頑
張
ろ
う
」
と
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
薬
学
部
に
完
成
し

た
下
村
脩
名
誉
博
士
顕
彰
記
念
館
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
、
下

村
名
誉
博
士
や
片
峰
学
長
ら
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
同
館
に

は
下
村
名
誉
博
士
の
功
績
に
関
す
る
パ

ネ
ル
や
論
文
な
ど
８０
点
が
展
示
さ
れ
、

平
日
の
１０
時
か
ら
１７
時
ま
で
一
般
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
７
日
か
ら
１５
日
ま
で
、
東
京
・
上
野

公
園
の
国
立
科
学
博
物
館
に
お
い
て
、
企
画

展
「
熱
帯
感
染
症
と
『
た
た
か
う
』
長
崎
大

学
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
企
画
展

で
は
、
熱
帯
医

学
研
究
所
に
お

け
る
ア
フ
リ
カ

を
は
じ
め
と
し

た
熱
帯
地
域
で

の
「
熱
帯
感
染

症
」
へ
の
取
り

組
み
を
中
心
に
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

し
た
下
村
脩
名
誉
博
士
の
功
績
や
、
西
洋
医

学
１
５
０
年
の
歩
み
、
本
学
が
所
蔵
す
る
古

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
唯
一
の
被
爆
大
学
と
し

て
積
み
重
ね
て
き
た
放
射
線
医
学
に
関
す
る

資
料
な
ど
を
展
示
、
紹
介
し
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
、
１
１
、０
８
６
人
の
入
場

者
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
、
来
場

者
か
ら
は
「
普
段
考
え
た
こ
と
も
な
い
ア
フ

リ
カ
の
感
染
症
を
知
り
、
た
い
へ
ん
勉
強
に

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

長
崎
大
学
全
学
同
窓
会

懇
親
会
を
開
催

こ
れ
ま
で
学
部
単
位
の
同
窓
会
組
織
し
か
な
か
っ
た

本
学
に
、
平
成
１７
年
１０
月
、「
全
学
同
窓
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
各
学
部
等
同
窓
会
の
多
大
な
る
協
力
を

得
て
、
３
月
７
日
、
東
京
に
お
い
て
、
設
立
以
来
初
め
て

一
堂
に
会
す
る
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
懇
親
会
は
、
同
日
か
ら
始
ま
っ
た
国
立
科
学

博
物
館
に
お
け
る
本
学
の
企
画
展
に
合
わ
せ
て
、
同
博

物
館
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０
０
人
を

超
え
る
各
学
部
の
同
窓
生
や
文
部
科
学
省
な
ど
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
本
学
出
身
の
職
員
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

井
石
哲
哉
全
学
同
窓
会
会
長
（
医
学
部
卒
）
、
片
峰

学
長
（
医
学
部
卒
）
の
挨
拶
に
続
き
、
福
地
茂
雄
日
本

放
送
協
会
会
長
（
経
済
学
部
卒
）
の
乾
杯
の
発
声
で
懇

談
が
始
ま
り
、
出
身
学
部
や
年
代
を
超
え
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
全
学
同
窓
会
設
立
の
際
、
尽
力
さ
れ

た
齋
藤
寛
前
学
長
か
ら
、
本
学
や
同
窓
生
に
対
し
て

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
春
季
外
国
人
留
学
生
防
犯
・
生
活
安
全

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

４
月
２２
日
、
中
部
講
堂
に
お
い
て
、
本
学

に
在
籍
す
る
す
べ
て
の
外
国
人
留
学
生
を
対

象
に
し
た
「
防
犯
・
生
活
安
全
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
、
浦
上
警
察
署
の
協
力
を
得
て

実
施
し
ま
し
た
。

小
路
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶
に
続
き
、

浦
上
警
察
署
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
長
か

ら
「
安
全
な
大
学
生
活
の
た
め
に
」
と
題
し
、

留
学
生
が
犯
罪
の
被
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
注
意
事
項
や
、
留
学
生
自
身

が
犯
罪
者
と
な
ら
な
い
よ
う
に
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
際
交
流
課
か
ら
、
留
学
生
の

就
労
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
業

種
や
労
働
時
間
数
の

上
限
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容

は
、
国
際
交
流
課
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
英

語
と
中
国
語
で
通
訳

さ
れ
ま
し
た
。

古
写
真
ア
ル
バ
ム「
ボ
ー
ド
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を

登
録
有
形
文
化
財
に
答
申

文
化
審
議
会
は
、
３
月
１９
日
、
長
崎
大
学

が
所
有
す
る
古
写
真
ア
ル
バ
ム
「
ボ
ー
ド
イ
ン

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て

登
録
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し

ま
し
た
。
文
化
財
名
は
「
ボ
ー
ド
イ
ン
収
集

紙
焼
付（
や
き
つ
け
）写
真
」と
し
、
美
術
工
芸

品
と
し
て
は
全
国
で
１０
件
目
の
登
録
で
、
紙

焼
き
写
真
で
は
全
国
初
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
４
冊
、
写
真
５
２
８
点
か
ら
な

る
「
ボ
ー
ド
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
本
誌
２０

ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、
２
０
０
７
年
秋
に
本
学

が
ボ
ー
ド
イ
ン
の
ご
子
孫
か
ら
譲
り
受
け
た

写
真
集
で
あ
り
、
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
な
ど

の
外
国
人
や
坂
本
龍
馬
を
は
じ
め
と
す
る
志

士
た
ち
が
活
躍
し
た
幕
末
の
長
崎
の
写
真
を

多
く
含
み
、
今
回
の
答
申
で
は
長
崎
の
異
文

化
交
流
の
歴
史
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
言
え

ま
す
。

「
第
７
回
学
長
と
卒
業
予
定

者
と
の
懇
談
会
」を
実
施

３
月
１６
日
、
事
務
局
第
３
会
議
室
に
お
い
て
、

「
第
７
回
学
長
と
卒
業
予
定
者
と
の
懇
談
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
片
峰
学
長
を
は
じ
め
、
橋
本
理
事
、

調
理
事
、
田
井
村
副
学
長
、
都
合
に
よ
り
欠
席
し

た
水
産
学
部
代
表
を
除
く
各
学
部
か
ら
の
学
生
代

表
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
片
峰
学
長
に
よ
る
進
行
の
も
と
、

授
業
評
価
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
な
ど
、
授
業
・

研
究
活
動
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
代
表
か
ら

「
構
内
を
禁
煙
化
か
分
煙
化
の
ど
ち
ら
か
で
徹
底

し
て
欲
し
い
」「
就
職
支
援
を
強
化
し
て
欲
し

い
」「
生
協
以
外
の
店
舗
は
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
や
質
問
が
出
さ
れ
、
片

峰
学
長
ら
は

丁
寧
に
説
明
、

回
答
し
、
長

崎
大
学
を
よ

り
良
い
も
の

に
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
し

た
。終

始
笑
み

が
こ
ぼ
れ
る

和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、

懇
談
会
は
終

了
し
ま
し
た
。
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